
○ 県北地域で加工用たまねぎ栽培に取り組み、面積が拡大したが、単収が
低い状況。

○ 関係機関と単収向上に向けた対策を協議し、生産者支援の統一化。また、
集団指導や個別指導による栽培支援。

○ 平成３０年産の平均単収２．７トン/１０ａから令和元年産は平均単収４．８
トン/１０ａまで増加

具体的な成果

１ 加工たまねぎ平均単収向上
・平成２８年産（べと病大発生年）の平均単
収１．３トン/１０ａから年々、単収は増加
傾向にある。令和元年産の平均単収は４．
８トン/１０ａ

・排水対策やべと病防除が基本管理技術
として定着し、単収向上。

２ 令和２年産たまねぎ防除体系配布
令和２年産

「たまねぎ防除体系を検討し、生産者
に配布しべと病発生を抑制。

普及指導員の活動

・生育状況、出荷状況を確認し、対策を徹底
するために、たまねぎ担当者会議を開催。

・令和２年産に向けて、べと病対策を中心と
したたまねぎ防除体系について検討、決定。

・各生産者に対して、適期での栽培管理を
徹底するためのメール配信実施。

・べと病発生消長を確認するために、１次伝
染株調査を概ね月２回実施。

・各地区ごとに現地検討会、栽培講習会を
実施。

・重点農家に対して次作の作付にむけた栽
培者に今後の栽培意向調査を実施。

普及指導員だからできたこと

・市町・ＪＡ・生産者と日頃から連携し
ていることで、たまねぎ担当者会議の企
画、開催を実施し、単収向上への取り組
みを支援することができた。

・たまねぎ防除体系については、研究機
関、農業技術革新支援員との連携し、原
案を作成し、配布し、べと病発生を抑制
する取り組みを支援することができた。

県北振興局
（南部地域普及課）

加工用たまねぎの単収向上対策
活動期間：令和元年度
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基幹防除 べと病臨時防除
べと病以外
臨時防除

対象病害虫 備考

上旬 オーソサイド水和剤 立枯病

中旬 ダコニール１０００ べと病 予防

下旬
（せん葉前）

バリダシン液剤５
腐敗病
軟腐病

せん葉前

上旬 ダコニール１０００ べと病 予防

中旬 アミスター20フロアブル
べと病
灰色腐敗病

浸達性　※薬害注意、
　　　　　単剤で使用する

下旬
（せん葉前）

バリダシン液剤５
腐敗病
軟腐病

せん葉前

定植直前
又は直後

ジャストフィットフロアブル べと病 浸達性

定植時 セイビアーフロアブル 灰色腐敗病
５分間セル苗浸漬または
５分間苗根部浸漬

12月
定植
14日後

ザンプロDMフロアブル
べと病
白色疫病

浸達性

上旬 コサイド3000 軟腐病 軟腐病前年多発時

下旬 べと病越年性り病株の抜き取り（３月いっぱいまで圃場を巡回し、早期発見に努める。）　　　　　　　　　

上旬 ピシロックフロアブル
べと病
白色疫病

浸達性

上旬 バリダシン液剤５ 腐敗病

中旬 フォリオゴールド
べと病
白色疫病

浸達性、移行性

中旬 ピシロックフロアブル べと病 予防

下旬 ジマンダイセン水和剤 べと病 予防

べと病
発生時

ジャストフィットフロアブル
べと病
灰色腐敗病

浸達性

上旬 ジマンダイセン水和剤 べと病 予防

上旬 アディオン乳剤 スリップス類 ピレスロイド系

べと病
発生時

ジャストフィットフロアブル
べと病
白色疫病

浸達性

中旬 ジマンダイセン水和剤 べと病 予防

中旬 スターナ水和剤 腐敗病

下旬 ジマンダイセン水和剤 べと病 予防

上旬 バリダシン液剤５
腐敗病
軟腐病

べと病
発生時

メジャーフロアブル
べと病
白色疫病

浸達性

上旬 モスピラン顆粒水溶剤 スリップス類 ネオニコチノイド系

上旬 アミスター20フロアブル
べと病
灰色腐敗病

浸達性

中旬 セイビアーフロアブル 灰色腐敗病

中旬 ディアナＳＣ スリップス類 スピノシン系

　

時期

10月

11月

時期を逃さずに行うべと病、灰色腐敗病防除

2月

3月

4月

5月

べと病薬剤防除は「①降雨前の予防散布を基本に、②展着剤（ワイドコート、ミックスパワー等）加え、③株元めがけて、
④ ２００L/１０ａ以上の薬量で行う。」

２月以降のべと病２次感染期において、手作業での除草作業によりべと病が拡大した事例があるので、除草作業後
には薬剤防除に努める。

べと病発生時追加薬剤：ホライズンドライフロアブル、シグナムＷＤＧ等

農薬はラベルをよく確認し、正しく使用しましょう。

１．べと病対策のポイント

１次感染株は、草丈が低い、つやのない、やや黄化した葉が
横に湾曲したような症状を示す。

（２）一次伝染の防除対策 （定植直後～１月上旬に感染しやすい）
・定植直後、できるだけ早い時期に葉鞘基部までしっかり薬液がかかるように、たっぷりの薬液で１回目の防除を実施。
・１回目の防除から２週間後に防除を実施。

一次感染株

・左写真のような株をみつけたら必ず抜き取り圃場外に持ち出し、
適切に処分する。
・１～３月は月に２回以上は圃場を見回り、１次感染株の抜き取
りを徹底する。
・抜き取り後直ちに薬剤を散布する。

（３）１月下旬～３月 一次感染株 抜き取り徹底 (べと病の伝染原を取り除く）

軟腐病 りん片腐敗病

（４）二次伝染の防除対策
・最高気温が10℃を超えてくる２～３月中旬はフォリオゴールド、ピシロックフ

ロアブル等の薬剤を散布し防除する。
・最重点防除時期の春先（3月下旬～4月）には、ジマンダイセン水和剤を
７～10日間隔で連続散布する。※ジマンダイセンの総使用回数に注意する。
・薬剤の効果を高めるため、地域で一斉防除を行う。

二次感染株

（１）排水対策の徹底
・高うね栽培等の排水対策を実施する。

３．薬剤散布時の注意点
・薬液には原則として展着剤（ワイドコート、ミックスパワー等）を加用する。また、べと病は株元（葉身基部）付近の若い
葉で感染が起こりやすいので株元も含め十分かかるように、散布方法や散布量（散布量200ℓ/10a以上）には注意し、
降雨前の散布に努める。
・農薬散布時は必ずラベルをよく確認し、正しく使用する。

２.細菌性の腐敗病害
＜特徴＞
・細菌自らが植物表皮組織を破壊して侵入できないため、暴風雨や、他の
病害虫の被害痕から侵入する。

・高温・多雨の気象で発生が助長される。

＜防除対策＞

・伝染源となる腐敗株は早期に抜き取り、圃場外で処分する。

・予防散布はもちろん、暴風雨など植物体にダメージがでる気象の際は
防除をおこなう。

・害虫の食害痕は細菌の侵入口となる。４月以降、特にスリップスが多発
しないよう重点防除をおこなう。

・収穫は晴天日に行い、高温多湿条件下での貯蔵を避ける。

年産 H28 H29 H30 R1

単収
(t/10a)

1.3 2.1 2.7 4.8


